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自治会月風部

日時

報告

行事予定

資源回収

5月 組長会

2呵 1)名東区における主な風水害の被害地域、地震に対する備えの必要性
-2)～歴史から学ぶ～名東区災害の歴史

3-1)めいとう総合見守り支援事業について
-2)新 総合見守り支援事業
-31)大規模災害に備えて

4.第 54回ソフトボール大会  7月 8日 (日 )開会式 800～西山小学校運動場、7月 15日 (日 )
第51回レク・パレーボール大会 7月 7日 (土)開会式 a45～ 西山小学校体育館、7月 8(日 )

平成30年4月 20日 11100～ 12:00

1.平成30年度の組長と組内の皆さんと連携を
(平成30年度自治会員名簿の配布をお願いします)

5`西山小学校だより

6.くろうれんメイト 132号

1.西山学区交通街頭立吟指導

3.東 山荒池ひろば 公園愛護会 5/12(土 )、 261tL), 09:50～

4.西山コミセンまつり      5月 12日 (土 )1000～ 13:00西山コミセ・中公園

5.森づくりの会藤巻班の活動   5月 12日 (土)lo:oO～

6.太極拳教室         5月 16日 (水)1000～

6.藤巻坂街路樹愛護会清掃奉仕 5月 19日 (土 )9:00～

1.西山学区        5月 1日 (火 )

2.西山小学校

3.神丘中学校

5月 20日 (日 )10100-11:30

資源回収ステーション

服部会長 資料あり

資料あり

資料あり

資料あり

資料あリ

以上

西山かわら版 NO.13

西山かわら版 NO.14
西山小学校

″

間瀬会長

江藤会長

雨天決行

岡田班長

黒澤幹事

本井会長
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平成12年東海豪雨
香流川左岸堤防

満薗輻蝠

昭和58年台風10号

集中豪雨

高針北島

(現0高針―丁目)
濁流襴害

☆主な参考文献

○名古屋市(1984):―昭
~I158年
-9月 28日集中豪雨に関する記録j

O名古屋市(2001)疎 海象m水害に関する記録」

○気象庁臨測史上1～ 10位の値作間を通じてのlLEl」
気象庁ホームページ(htp〃 lrmyw.jma goJpttma4ndex htmり (2016年 12月現a
O愛錮県(1993)「愛知県災害誌(昭和56年～羽成3年編)

〇小林元(1988)『猪高村物語 ―名東区の今昔―』
O猪高村誌編集委員会(1959)」猪高村誌1

0名東区区制20周年記念事業実行委員会(1995)『名東区制20周年記念誌j

☆
婁 雷鍵 雷警響襟警Tな

ど奄
○名東図書館 名東区文教台二丁目 205番地 teL052-773‐ 8200
0鶴舞中央図書館 昭和区鶴舞一丁目 1番 155号 teL052 741-9822
0名古屋都市センターまちづくリライブラリー
中区金山町―丁目 1番 1号 teL052 678‐ 2212

0港防災センター 港区港明―丁目 12番 20号 teL052-651-1loo

におけ雉量踪  膨瘍

昭和58年台風lo号

集中豪雨

猪子石小坂

(現・八前二丁目)
鉄鶉氷脩嘗

地震の規模 不亘:月リ
1707(宝永 4)年 10月 28日 宝永地震 M8.6 南海トラフ

1854(嘉永 7)年 12月 23日・24日 安政東海・

安政南海地震
M8.4 南海トラフ

1891(明治 24)年 10月 28日 濃尾地震 M80 内陸型
1944(昭和 19)年 12月 7日 東南海地震 A479 南海トラフ
1945(昭和 20)年 1月 13日 三河地震 M6.8 内陸型
1946(昭和 21)年 12月 21日 南海地震 M8.0 南海トラフ

(参考)近年の主な地震災害
発生年月日

1995(平成 7)年 1月 17日 兵庫県南部地震
(阪神・淡路大震災)

M713

2011(平成 23年)年 3月 11日 東北地方太平洋沖地震
(東日本大震災)

M9.0

2016(平成 28)年 4月 14日 ～ 16日 熊本地震 M73

昭和58年台風10号
集中豪雨
平成12年東海豪雨
植園町1丁目
がlナ れ

|「 |||■ 1,|

■    地1震llと対する備えの必要性  ~~ ■
りt戴」嚢

いわれ、海からも離れており海抜も高い (区役所

害想定」では、名東区においても最大震度6強

V 名東区の属する地域の主な地震災害年表

名東区役所区政部総務課 名古屋市名東区上社
=丁目50番地 雪052,778‐3013



名東区は名古屋市の東部丘陵地に位置し、名古屋市南部や西部と比べると一般的に災害の少ない地域であると言わ
れていますが、過去には予想もしていなかつた風水害による大きな被冒が発生したことがありました。
過去に起こった災害を教訓とし、日頃から災害に対する備えを万全にしましょう。

名東区の近年の主な風水害の状況
災害名 発生年月日

最大降水量
主な被害(1時間) (24時間)

昭和58年 台風10号集中豪雨 昭和58年9月 28日 72.5ミ リ 185ミリ 丘陵地に鉄砲水、床上浸水7世帯、床下浸水190世帯等

平成3年

台風17号～19号連続上陸
平成3年 9月 12日
～28日

62ミ リ(19日 )
231.5ミリ
(史上3位)

香流川堤防が一部崩壊

東海豪雨 平成12年9月 11日 97ミリ(史上1位 ) 534.5ミリ(史上1位 ) 名古屋市内の370/0が浸水

平成20年 8月末豪雨
平成20年 8月 28日
～29日

84ミリ

(29日。史上3位)
193ミ リ

住宅一部損壊1棟

床下浸水1棟

平成23年

台風15号及び秋雨前線豪雨
平成23年9月 20日 45.5ミ リ 223.5ミリ

軽傷者1名

床下浸水3棟

注)降水量は、明治23年 7月から平成28年 12月までの約126年間の統計による(気,

①昭権58年 参nlo号集中豪繭
なぜ ?あんなところで ～盗稜池に裁ぬ率～

1983(昭和58)年9月 28日、台風10号の影響を受け活性化した秋雨
前線が突発的な集中豪雨をもたらしました。大雨洪水警報発令から
30分足らずで、排水能力を超える1時間あたり72.5ミ リの記録的な

豪雨となり、いたるところで浸水被害が発生しました。

水害の危険性が少ないと考えられていた東部丘陵地域で被害が多

発し、道路にあふれた水が坂道を流れ、鉄砲水となって被害が発生し、

小。中学校の下校時刻と重なつたため市内で4人もの尊い命が失われ
ました。集中豪雨の危険性を改めて認識させられる災害となりました。

(名東区内の被害)床上浸水7世帯、床下浸水190世帯等

②薫4彙繭
観測史上a人の峰率量 ～市内の37%が長率～

2000(平成12)年 9月 il日から12日 にかけて、東海地方を襲った

集中豪雨は、秋雨前線に台風の温かく湿つた気流が流れ込んだこ

とにより発生し、名古屋市では1時間で最大97ミ リの雨が降り、24時

間降水量は534.5ミ リといずれも観測史上最も高い値を記録しまし

た。また、リト水能力を超えた雨により西区を中心に低地が冠水し、市

内の37%で内水・外水氾濫が発生しました。
名東区では植園町1丁目でがけ崩れが発生し、藤森西町及び香

流二丁目・三丁目で香流川左岸堤防の表法面が崩壊するなど大き

な被害をもたらしました。

写真:下坪交差点付近 (昭和58年 9月 29日  朝日新聞) 写真:藤森橋付近 (平成12年 9月 23日号 名東ホームニュース)

かわ      たけに   とし讚臨ょぅ
○曲助のた蠅、家具の幅倒防止をはましょぅ
○陶急鱒靱家族靱連 蔚濃を話し合つておきましょう(家族防災会 )
○ 蓄%の 準備・点 をふだんから臨まbょ ぅ

活は環境の変化
災害時に避難所
品・飲料水・日用

の入れ替えを定期的に行いましょう。また、万が一の断水に備
こ支障がありません。



3-1) 総し`とう 合見噌 り支援事業の制設い も`て

'<名東区役所。名東区社会福祉協議会>

1趣 旨
ツ

々 (以下

る           
…`‐             という。)

…           生し、髭屋 (団体)…        (以 下「学区」という。).に風 .

提供することにより、

見守り活動と連動させ       m¨
耐4………Ⅲ

とを目指しためし1  
る迅速な

磁

一体となって取り組むも      
とう総合見守り支援事業を創設し、行政と地域が

θDb

2 対象
(1)避難行動要支援者のうち、名簿情報を提供することについて自ら同意する者
(2)避難行動要支援者には該当しないが、名簿情報を提供することについて自ら同意す
る者

※   動要支援者…6
-・・・̂…………  5歳以上一人暮らし高齢者、75歳以上高齢者のみ世帯、介護 _

保険受給者、身体障害者、知的障害者、精神障害者 (1級、居宅
介護 。移動支援サービス受給者)、 難病患者

3 具体的な取組み
(1)名簿情報提供の同意確認
。名古屋市は、避難行動要支援者に対し、学区への名簿情報の提供について同意確認

をし、              
・

学区に対して本人同意を得た名簿情報を提供する。

(2)避難行動要支援者名簿の調
。学区は、名古屋市から提供された名簿情報と平常時の見守り活動等で得た情報を照
らし合わせて統合し、避難行動要支援者名簿を調製する。

(3)  行動要支援者マップの作
。学区は、調製した避難行動要支援者名簿 (以下「調製名簿」という:)等を元に、
地域住民を巻き込んで、災害時を想定した避難誘導や平常時の見守りに活用できる

避難行動要支援者マップ (以下「要支援者マップ」という。)を作成する。
・学区は、要支援者マップの作成に際しtめいとうSOSあんしんポットの設置の有
無など、支援に必要な情報を反映するよう努める。
9学区は、要支援者マップの作成を通じて、平常時における見守りの必要性や、災害
時における安否確認の方法などを検討し、支援体制を整える。



(4)救援計画の
・学区は、調製名簿や要支援者マップに基づき、災害時の安否確認及び避難支援に関
する実践的な救援計画を策定する。・
・学区は、救援計画策定後においても、平常時の見守り活動等

・
を通じて支援に必要な

情報の定期的な更新に努める。

(5)防災訓練の実施・

0.学区は、要支援者マップ及び救援計画をふまえた実践的な防災訓練を実施する。

4 _名古屋市の役割                     ‐

′・名古屋市は、本事業の実施について、必要に応じて助言や説明会等を開催し、全学区
で実施されるよう努める。   …
・名古屋市は、学区に対して、必要に応じて本事業の実施状況を聴取し、関係書類の提
出を依頼することができる。
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回 覧 3-3)
‐
瘍  蓼

:紐剰轟      ∫逼

大 模  に えて:

平‐常時 災害鼈

地域全体で

要支援者※の

安否確認等が

できるための
要支援者を正確0迅速に
①安否確認 ②避難支援

※要支援者 (避難行動要支援者)
65歳以上ひとり暮らし高齢者、75歳以上高齢者のみ世帯
障害のある方や難病の方 等

ひごろ しヽ

仕組みを
つくることでい・

bヽしヽ

IIII

しヽ大⊂

仕組みに参加するためには、要支援者の方の同意が必要です。
要支援者の方には、区役所から後日同意書をお送りします。

☆鮮しい流れlま、 ご覧くださし`。



①情報提供の同意【条件を満たす希望者】

<申込みできる方 (原則)>
(1)在宅 (グループホーム含む)で災害時に自力で避難できない
要支援者※の方 (家族などの支援が望めない方)
(2)個人情報の提供に同意する方  ※要支援者

<申込み方法>
65歳以上ひとり暮らし高齢者、75歳以上
高齢者のみ世帯、障害のある方や難病の方 等

区役所から対象者の方に、〇〇月下旬に「名簿情報提供同意書」をお送りします
ので、同意書を記入のうえ、○月鶴日(△)までに名東区役所あて返送してください。

※上記の期限後も順次受付けます。その場合、支援体制づくりが遅れる場合があることを
ご了承願います。

②同意書の集約・名簿情報の提供【名東区役所⇒学区連絡協議会】

名東区役所は、提出された「名簿情報提供同意書」を集約し、学区連絡協議会ヘ
名簿情報を提供しますも

③支援体lllづくり【学区連絡協議会】

0学区連絡協議会は、平常時における見守りの必要性や、災害時における安否
確認の方法などを検討し、支援体制をつくります。
◇地域において、大規模災害の発生を想定した実践的な救援訓練を実施します:

※災害時は誰もが被災者です。この事業に登録することで、
ことを、ご理解いただきますようお願いします。

※提供に同意いただいた個人情報は、名東区役所内及び学区連絡協議会において適正
に管理し、「めいとう総合見守り支援事業」以外の目的には使用しません。

※「めいとう総合見守り支援事業」は、各地域の自治組織が善意で進める取り組みです。
そして、“いざ"という時に備え、
です。

く蘭Lヽ合わせ先>
名東区役所総務課 E竃話鷲778-勢電2肝掘罐ア為警餞鎮
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☆取扱時間:平日の午藤 時曇分一午伽 時115分


